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新年度が始まり、約１か月が過ぎました。新入生も学

校生活に慣れてきた頃だと思います。卒業学年の就職希

望者は、就職支援教員の山崎先生との第 1 回の進路面談

が進行中です。また、今年度も９月１６日から就職試験

が始まる予定です。就職希望者も進学希望者も、試験日から逆算し今は何をすべきかを考

えて行動する必要があります。進学か就職かを決めかねて悩んでいる人は、もう時間があ

りません。早めに担任の先生や進路担当の先生に相談しアドバイスをしてもらいながら、

進路を決定することもひとつの方法です。また、進路室には各大学・短大・専門学校のパ

ンフレットをはじめ、就職試験に関するものなど様々な資料があります。何か知りたいこ

とがあれば進路室に来て調べてみたり、気軽に先生方に相談したりしてください。 

 

 

 

４月上旬に全校生を対象に、生活基礎調査及び進路希望調査を実施しました。 

結果の一部を報告します。 

生活基礎調査から          

【 学習について 】 

近年の傾向として、

苦手意識の強い 

「数学」「英語」に

力を入れたいと考

えている生徒が多くいます。自分の中での弱点を克服しようとする意志が感じとれます。 

 

 

 

 

 

就職試験では基礎的な内容が出題されます。『漢字の読み書き』に「全く自信がない」と

回答した生徒は減少し、『掛け算･割り算』に「全く自信がない」と回答した生徒は増加し、

数学が最も苦手な教科になっています。基礎学力は社会でも必要であり、日々の学習の積

み重ねが大切です。昨年度より、自分のペースで勉強したい人のために「みどりベース」

という学習の場の提供がスタートしました。こちらを有効活用してみるのも、苦手意識が

減る近道になるかもしれませんね。 

【 生活習慣について 】 

『現在興味を持っていること（３つ

まで回答可）』についで、「ゲーム」「動

画視聴・ﾃﾚﾋﾞ」「ＳＮＳ」の順で高く、

日常生活の大部分でスマホが手放せ

なくなっているのではないかと考え

られます。 

それに関連してか、午前０時以降

に就寝する生徒が５３．７％となっ

ています。昨年度は、４６．４％で

したので増加傾向にあります。長時

間ゲームやＳＮＳに触れることで

睡眠時間が削られ、生活リズムが乱

れてしまいます。使用時間やルール

を決めて使用するようにしましょ

う。新学期は生活リズムを整え、基本的な生活習慣確率の大切な時期です。 

この機会に自分の生活リズムを見直してみましょう。 

【 対人関係について 】 

あなたは他人と協力して仕事をする自信がありますか。         

 

 

              

 

 

 

 

項  目 １位 ２位 ３位 

最も好きな教科 体育(28.5%) 国語(18.7%) 地歴公民(13.3%) 

最も苦手な教科 数学(51.2%) 英語(34.1%) 地歴公民(5.7%) 

力を入れたい教科 数学(39.0%) 英語(22.0%) 国語(13.8%) 

項  目 Ｒ７年度 Ｒ６年度 

漢字の読み書き 全く自信がない ５.７％ ８．４％ 

掛け算･割り算 全く自信がない ２２．８％ １８．７％ 

家庭学習 0 分 ３２．５％ ３２．１％ 

いわき翠の杜高等学校 進路指導部 

令和７年 第１号（５月１日発行） 

６月号 

 

 

新年度スタートから 1か月が経ちました 

 

生活基礎調査・進路希望調査の結果について 

 

『他人と協力して仕事をする自信があります

か』に、「自信がある・少し自信がある」と回

答した人は、７６．４％でした。多くの人が協

調性をもって取組めると考えることができ、信

頼関係が築けると思われます。 

『自分の考えを他人に伝えることができるか』に

ついては、「全くできない」「あまりできない」と

回答した割合が２２.８％となっています。コミ

ュニケーションを上手にとることは社会生活を

送る上で大切な力になります。すぐに身に付く力

ではありませんが、自分の感情や考えを理解

し、相手の立場や感情に共感する努力をす

ること。先ずはあいさつからはじめ、友達

との会話、先生とのやり取りを重ねることで少し

ずつコミュニケーション力を高めましょう。 

自分の考えを他人に正しく伝えることができます

か。  

進路希望調査によると、生徒の４９．７％が就職、３３．１％が進学となっていますが、未定

と答えた生徒も１７．２％います。卒業予定者は、希望する職種や学部学科を絞り、担任や進路

教員、保護者と相談しながら、具体的な受験先を検討する段階に入っています。１、２年生はま

だ漠然とした回答が見られます。大学や専門学校等に進学したいと考えている場合は、学力をつ

けることはもちろんのこと、担任に相談して適切なアドバイスを得ること、オープンキャンパス

に参加し実際に自分の目で学校を見ること、家庭でも話し合い費用等を確認することが大切です。

進路実現には、本人の努力と、周りの協力が必要だということを覚えておきましょう。 

 

進路希望調査から 


